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株式会社 三和

「ものづくりベースキャンプ事業」を営む当社は、経営理念である「私たちは、普遍的な技術を以て社会に貢
献いたします。」に基づき⾏動し、地域社会の発展に貢献する。この考え⽅は、持続可能な開発⽬標
（ＳＤＧｓ）と同じ⽅向を⽬指すものであり、特に少⼦⾼齢化が進む⽇本において、重要視されるものであ
る。理念に基づき、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献してい
く。

消費エネルギー削減、並びに、カーボンニュートラル活動を推進する。

使⽤電⼒量の削減

再⽣可能エネルギー利⽤の促進

社会貢献活動・地域貢献活動を実施する。

研究機関、地域活動等への寄付

学⽣インターンシップの受け⼊れの推進

埼⽟県経営⾰新計画・社会課題に基づいた研究開発、⼈材育成を実施する。

農業ロボット、省⼒化に向けたセンサ・装置の開発

第⼆種電気⼯事⼠の資格取得

73,104kWh/年 【2023年】 16.2%削減 37.8％削減

0%【2023年】 16% 41%

10万円/年【2023年】 20万円/年 60万円/年

1名/年【2023年】 2名/年 3名/年

1件/年【2023年】 3件/年 5件/年

3名/年【2023年】 5名/年 10名/年



株式会社 三和

○多様な⼈材（⼥性、外国⼈、障がい者、⾼齢者
等）が、⼗分に活躍できる環境の整備に取り組ん
でいる。

〇資格取得・外部講習受講など、個⼈のキャリア
に応じて、年単位で個⼈が確実にスキルアップす
る取り組みを実施している。

※多様な働き⽅実践企業認定制度 2024年エント
リー予定。

〇エコアクション２１の認証継続に伴い、主要取
引先と連携した環境経営の推進を継続している。

〇カーボンニュートラルに基づいた中⼩企業版
SBT認証の取得を⽬指し、継続的なCO２使⽤量の
算定と脱炭素化を進めている。

○３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の
推進やエネルギー使⽤量の削減に取り組んでい
る。



○【予定】仕⼊れ先や販売先などの事業パート
ナーと、⼈権侵害の防⽌、⽣物多様性や⽣態系へ
の悪影響の防⽌について取り組む。

○ハラスメントや汚職、贈収賄防⽌について社員
教育等を徹底し、倫理⾯での適切な対応について
取り組んでいる。

○取扱商品やサービスの安全性を確保するための
仕組み、品質のよい商品やサービスを提供するた
めの仕組みを構築している。

〇社会課題に基づいた、研究開発事業、「農業ロ
ボット」「農業センサを使った省⼒化システム」
「ラボの⾃動化」などを産学連携事業を基に継続
している。



○研究機関や、地域活動への寄付を実施してい
る。

〇地域社会よりインターンシップを受け⼊れてい
る。

〇⾃社の持続性だけでなく、業界を取り巻く持続
性の思想が盛り込まれた「ものづくりベースキャ
ンプ事業」を継続している。

○ステークホルダーとの対話により、企業・活動
がステークホルダーに及ぼす影響を把握し、適切
に対応している。

○リスクを特定、評価し、マネジメントするプロ
セスを整備する。また、事故や災害などの発⽣に
おける事業継続計画を⽴案している。
※事業継続⼒強化計画認定（2023.08.25.）

○ＣＳＲ（企業等の社会的責任）の考えに基づき
企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対して、責
任を持った対応に取り組んでいる。
※セキュリティーアクション☆☆宣⾔済み
（2024.02.08）
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